
  

 

 

 

令和３年度 学校関係者評価の結果のお知らせ 
 

日頃より谷原小学校の教育活動にご理解、ご協力くださりありがとうございます。谷原小学校では、保護者、地域、学校

関係者の皆様の信頼に応えるべく、よりよい教育活動を目指して毎年、教育課程等の改善、充実を図り、実施をしています。

今年度の教育活動も、学校の教職員の自己評価、保護者アンケート、児童アンケート、学校関係者評価委員の皆様のご意見

をもとに、学校評価として取りまとめ、次年度の教育課程改善に向けた指針としています。保護者の皆様には、アンケート

にご協力いただいたことに感謝いたします。 

 以下に、学校評価の結果をお知らせするとともに、来年度に向けた改善の方向性等を示します。今後とも、谷原小学校の

教育活動へのご理解とご協力をお願いします。 

 

 

１ 自己評価結果の概要 

○ 学力の定着と向上について 

児童・保護者によるアンケート結果では、児童の91%、保護者の76%が「授業が分かりやすい」と,肯定的な回答で

した。また、「少人数算数の授業が分かりやすい」という児童の回答も87%となりました。少人数算数においては、今

年度は蔓延防止に対する本校の措置として、なかなか計画通りに少人数指導を実施できないこともあり、昨年度比―

５ポイントとなりました。一方、依然として習熟度別指導の必要性を児童が感じていることから、来年度は昨年度の

結果以上となるよう少人数指導の指導計画を見直してまいります。また、次年度も引き続き、どの教科・領域でも児

童が主体的、対話的で深い学びができるような授業改善と ICT機器活用等による可視化を通した分かりやすい授業を

通して、学習への興味・関心を高め、学力の定着と向上を図ります。  

○ 豊かな心の育成について 

いじめ等の早期発見に係るアンケート、５年生児童のスクールカウンセラー全員面談等を計画的に実施し、課題の

防止に努めてきました。「学校が楽しい」と回答した児童88%、保護者87%、「思いやりの気持ちをもって、他の人に優

しくている」と回答した児童84%、保護者86％となり、児童・保護者とも90%を割っていました。アンケート、個別聞

き取り、情報共有を継続し、優しさや思いやり等の心情を高める道徳教育、いじめ防止、規範意識を高める授業等、課

題を予防、防止する教育の充実を図ります。 

  「自分のしていることは、人の役に立っている」と回答した児童 74%、「自分にはよいところがある」と回答してい

る児童73%と昨年度よりもやや上昇傾向にあります。社会情勢を鑑みながら学級・学年等の集団の中での役割を自覚さ

せ、異学年や異年齢の人々との適宜交流活動を実施し、今後も児童の頑張りや活動の取り組み方などに対して教師が

適切に価値付ける等、自尊感情、自己肯定感・自己有用感を高めることに力を入れてまいります。 

○ 健やかな体の育成について 

児童アンケートにおいては「運動が好き87%」、「運動を続けたい87%」、「めあてをもち学習した87%」と引き続き

運動への高い意識が見られています。運動習慣状況調査における「運動が好きである」という児童の回答も9０%を超

えています。来年度も校内研究の教科を体育科とし、児童の願いに応じられるよう授業改善を推進し、体力向上への

取組をより一層充実させてまいります。 

危険なことから身を守る力の育成においては、セーフティ教室等の行事、安全点検、SNSルールの指導等を計画的

に実施しました。日常的な安全指導においても「計画的に実施した」と回答した教員は97%に達しました。しかし、

「危険なことから身を守る力が付いた」と回答した児童は85%、保護者83%と教職員間との差が見られます。変化の

激しい現代にあって、児童や保護者が感じる身の回りの危険も年々変化してきています。指導計画等を常に更新する

ことで、今後も、身近に潜む危険予測・防止だけでなく、様々な不測の事態における児童の安全確保とともに危険を

回避する行動がとれるように指導と管理体制を充実させてまいります。 

○ 社会の発展に貢献しようとする心の育成について 

コロナ禍以前は、地域連携事業において、外部人材等を計画的に活用して、町探検、地域の農業の学習、農園活動等

の体験的な学習を進めてきたところであります。しかし、今年度も外部人材等と連携して教育活動を進めることが非

常に困難でした。「学ぶ機会が十分に設けられた」と回答した教員も低い結果となりました。このような状況にあって

も、「地域が好き、役に立ちたい」と感じている児童は87%と昨年度とほぼ同様の結果となりました。感染症防止対策

と並行して地域連携事業を有効活用し、地域の学びを充実できるよう指導計画を講じます。また、愛校心、郷土愛を

「特別な教科 道徳」の重点とし、複数回の授業の機会を設ける予定を立てています。 

（裏面に各項目の自己評価、学校関係者評価の詳細を掲載しております。） 
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２ 学校関係者評価結果について 

 (1) 概要 

＜成果＞ 

具体的方策に対して努力指標や成果指標を設定し、評価を実施することで評価の信頼性が増し、適正な評価ができている

という評価を得ました。また、次年度の具体的方策に基づいた改善策についても、方向性は適切であるという肯定的な評価

を得ることができました。 

「学力の定着と向上」においては、谷原小スタンダードとして学習規律等が徹底されていくことは望ましいことであり、新

型コロナウイルス感染症防止策を見据えた、より現実的なスタンダードを活用し、学校での学習活動が充実し、学力の定着

や向上のために有意義な取組を継続する方向性に評価を得ました。 

「豊かな心の育成」においては、児童数が多い中、いじめアンケート調査や情報交換等により、いじめ防止に取り組んでい

ることが、いじめの早期発見・解決をめざす取組につながっていると評価を得ました。 

「健やかな体の育成」においては、教師が自信をもって体力の向上や健康教育・安全教育に取り組んでいることで児童も体

育科をはじめとする運動に意欲をもつことができているという評価を得ました。 

「社会の発展に貢献しようとする心の育成」においては、新型コロナ禍で限られた中ではあったが、学校農園での栽培活動

を実施していることに対し、児童に自然体験や地域の特色等を体験させることに効果があると評価を得ました。 

＜課題＞ 

「学力の定着と向上」 

・タブレット型パソコン等の ICT 機器をさらに有効活用し、ユニバーサルデザイン化を図り、指導のより一層の充実を求

める意見がありました。 

「豊かな心の育成」 

・「学校が楽しい」と回答しなかった児童への対応を進め、「学校が楽しい」と感じられるよう、挨拶や言葉遣い等の言語環

境整備と挨拶運動等の取組を推進するとともに、いじめや不登校防止の取組を継続して行っていくことが必要であると

いう意見が出されました。 

・いじめがない学校となり、命を大切にする指導をより重点化する必要があるとの意見もありました。 

・各家庭の事情を考慮しながらも、家庭で躾けるべきと散見されることも見られるので、適切な親子関係の在り方等を啓発

していく必要があるとの意見が出されました。 

「健やかな体の育成」 

・現在、学校が取り組んでいることを継続・充実させて、より児童の体力向上のために指導してほしいという意見がありま

した。 

「社会の発展に貢献しようとする心の育成」 

・これまで行ってきた地域行事の在り方や実施方法など新たな開催方法を考慮しているとのことです。それぞれの行事が

開催された際には、多くの保護者の方にも参加してほしいとの意見が出されました。 

・今後も学校や地域の歴史やよさを学ぶ機会を継続して指導してほしいとの要望がありました。 

(2) 学校関係者評価を踏まえた次年度の方策の概要 

「学力の定着と向上」 

・分かりやすい授業をするため、授業のユニバーサルデザイン化（学習のめあてと流れの明確な提示、ICT機器活用等によ

る見える化等）を学習スタンダードとして位置付け、実践化を図ります。 

・考える場の設定や考えを可視化することで、主体的で対話的な学びを推進します。 

・今後も朝読書、親子読書、読書週間等の機会を設け、読書への意欲を喚起していくとともに大人も読書にかかわれるよう

啓発や取組の工夫を図ります。 

・谷原未来塾が学習の基礎基本の定着のためであるという目的やその運営方法についての周知徹底を図ります。 

「豊かな心の育成」 

・いじめ防止に関する授業、「特別の教科道徳」の他者との関わりの授業、人権課題「子ども」に関する授業、SOSの出し方

教育等、いじめ防止や命を大切にした自殺防止に向けた授業を実施します。 

・特別支援教育の視点からの支援とルールやモラル等の規範意識を高めることの両面から、谷原小スタンダード  に基

付いた指導、児童を中心としたあいさつ運動の推進、言語環境の整備を推進します。 

・きょうだい学年、幼保小中等の様々な交流活動を教科・領域の中へも取り入れ、活動についての振り返りと共有を行うこ

とで、自分が学校の役に立っていることを自覚させて自己肯定感と自己有用感を高めてまいります。 

「健やかな体の育成」 

・健康教育（運動・栄養・休養・がん教育・性教育を含む）の推進や充実を図り、児童が正しい知識を身に付け、適切な意

思決定や行動ができるようにします。 

・様々な運動への関心を高め、体験することを通じて相手を思いやる心を育むとともに、体力の向上や健康づくりに意欲的

に取り組む態度を育みます。 

・日常生活に潜む様々な危険を予測し、自他の安全に配慮した行動をとるとともに、進んで安全で安心な社会にづくりに貢

献しようとする態度を育みます。 

「社会の発展に貢献しようとする心の育成」 

・感染症対策を講じながらもできるだけ学校農園活動や地域の方々との交流の機会を通して、学校や地域への思いを聞く

機会を設けることに努めてまいります。 

・学校ホームページや Google classroom などを活用して学校情報の発信を推進するとともに継続して学校行事や地域行

事への参加を呼びかけてまいります。 
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努力指標
（評価基準）
（教職員）

成果指標（評価基準）
（児童・保護者）

[めざす学校像]

［めざす児童像］

学校教育目標　　　　　　　　　◎よく考える子　　　　　○思いやりのある子　　　　○たくましい子
子供が輝き、地域が信頼を寄せる学校

○一人一人が「よく考えること」「思いやり」「たくましさ」について挑戦目標をもち、その実現に向け、意欲的に励む子供を育成する学校○基礎基本を重視し、その内容の定着を図るとともに、思考力や判断力、表現力を高め、主体的に対応できる子供を育成する学校  ○家庭・地域の教育力を生かす学校

評
価

自己評価結果
○努力指標　　●成果指標

自己評価結果を踏まえた次年度の改善策
学校関係者評価を踏まえた
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授業のスタン
ダード化等の工
夫により、知識・
技能の定着を図
る。

・谷原小スタンダードによる授業規律の徹底（振り返り２回）
・家庭学習、繰り返し学習への取組
・地域連携事業（地域未来塾）の実施
・全授業80%における学習のめあてと流れの明確化
・授業改善プランの作成・実施
・ICT機器等を活用した授業（毎日実施）

授業改善を通し
て、思考力・判断
力・表現力、自ら
学ぶ意欲や主体
的な学び方、情
報活用能力の育
成を図る。

・全授業80%の体験学習や対話的な学習の場の設定
・ICTを活用し、考える場や思考の可視化の工夫への
取組
・プログラミング教育の推進
・読書旬間における親子読書、読後感想交流の実施。
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3.5

○いじめアンケート（毎月）やいじめの定義の広報は計画的に実施でき
た。いじめや人権に特化した授業（年3回）は、全学級実施した。
○道徳授業地区公開講座は学校HPで道徳主任の授業を公開。道徳授
業の改善の教員満足度は９５%であった。
●「学校が楽しい」は児童86.9%、保護者84.6%、「他人に優しく接してい
る」は児童84.4%、保護者86.1%の回答となった。
●いじめられていると感じたことがある児童は0.5%であった。

・アンケート、個別聞き取り、情報共有を継続し、いじめ防止・早期発見の取組の継続を図
る。いじめ防止対策委員会等を通して各学級の現状・問題点を早期のうちに把握し、対処
できる指導体制の充実を図る。
・人権教育においては、「子どもの人権」を重点とし、特別の教科　道徳科を中心にいじめ
防止に向けた指導の充実を図る。言葉遣いについては教員が範となり丁寧な言葉遣いの
指導に努め、各保護者会や学校・学年だより等による啓発を行う。また、学級開きの際や学
期始めに言葉遣いの指導の充実を図る。
・道徳教育推進教員を中心とした授業改善委員会で指導計画を見直し、授業改善を進める
とともに公開講座への参加者数を増やす方策を講じる（オンラインの活用等）。また、地域
や保護者も交えた道徳授業の在り方を模索する。

○適正に評価が行われている。
●学校が楽しいと思わない児童への対応をすすめていく必要がある。
●改善の方向性は適切である。児童数が増加している中、いじめの発
生率は低いほうだ。しかし、いじめについては保護者の関心が年々、高
くなっている。人権教育、道徳教育の充実を図り、いじめ防止の取組や
いじめ早期発見の取組を継続し、いじめのない学校づくりを進めていっ
てほしい。また、命を大切にする教育もより一層、推進していってほし
い。

児童のよさを伸
ばす指導、人権
教育、道徳教育
の充実を通し
て、いじめのな
い学校づくりを推
進し、思いやり
の心を育成す
る。

・アンケート調査（毎月）によるいじめの早期発見の取組
・いじめの定義等の家庭への啓発（年１回以上）
・いじめ一掃プロジェクトへの参加（年１回）、いじめや人権に
関する授業（年３回）、SOSの出し方教育（年１回）の実施
・計画的な道徳教育の実施と考える道徳への改善（振り返り
２回）
・道徳授業地区公開講座の実施（年１回）学校HPにて
取り組みを紹介

生活指導・教育
相談活動・特別
支援教育の充実
を通し規範意識
を高める。

・規範意識向上をめざした授業の実施（年１回）
・谷原小のきまりによる規律正しい生活（振り返り２回）
・いじめ・不登校・虐待、問題行動等の防止・解決に向けた校内委員
会、情報交換、働きかけ、対応等の実施（年間50回以上）及び、関係
機関、特別支援教室巡回教員等と連携した組織的対応月に1回定期
開催、事案発生都度開催　金曜日にSC、相談員等との打ち合わせ実
施
・特別支援学級と通常の学級の交流
・特別支援教室の教員によるミニ研修会の実施（月1回）

キャリア教育の
充実を通して、
充実感や自己肯
定感を高める。

・きょうだい学年を活用した異学年交流、小中、幼保小
の交流活動、福祉施設訪問の実施。→3学期以降の
交流活動は停止
・温かい関係をつくるための児童の主体的なあいさつ
運動等の実施（学期１回以上）
・学校行事における、きょうだい学年等で振り返る場の
設定（展覧会）

児童意識
「良いところ
がある、役に
立っている」

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
心
の
育
成

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め

、
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
心
を
育
て
る

。

学校・地域の人・
自然とのかかわ
りを通して、愛校
心、郷土愛を育
む。

・学校や地域の歴史やよさを学ぶ機会（地域に貢献している
方の講話、農園活動）の設定（各学年１回以上）→新型コロ
ナの影響で3年生がオンラインで実施。
・地域連携事業による地域人材、保護者、外部団体、
教育関係機関等の積極的活用（各学年３回以上）
・ボランティアマインド育成に係る取組の実施
・地域行事への参加・協力
・クラブ活動での指導補助

学校からの情報
発信を積極的に
行い、学校教育
への理解を深め
る。

・校内研究授業等の公開→体育科（校庭）４週間の公
開を実施。
・学校・学年・学級だより、ホームページ、メールシステ
ム等による学校生活の様子等の情報発信
・経営計画、学校評価の公開

健
や
か
な
体
の
育
成

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
心
身
を
鍛
え
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て

る

。

体育学習におけ
る各領域の指導
内容の質的向上
を図る。

・「主体的・対話的に学ぶ児童を育成する指導の工夫～体
育科、走・跳の運動(遊び)及び陸上運動を通して～」に基づ
いた研究を進める
・自分に合っためあてをもち、追究していく学習の展開
・体育科における学習規律、集団行動の徹底
・価値ある運動教材の選択
・意欲を高め、体力や技能を高める場の設定と工夫
・用具や学習カード等の整備

体育的活動の充
実

・休み時間、放課後等の運動の活発化日常化への取
り組みや遊びの紹介
・体つくり運動系の体力向上に向けた取組の充実
・持久走・なわとび等の目標カート等を活用した持久走
旬間、縄跳び週間・旬間・月間等の充実持久走大会は
12月実施

健康・安全に関
する教育を進め
る。

・避難訓練、交通安全教室、セーフティ教室の実施と実態に
即した危機管理マニュアルの見直し
・安全指導日の一斉指導、各教科・領域での安全指導の実
施（年２回以上の新防災ノートの活用）
・施設・遊具の安全点検（毎月）の実施
・情報モラル講習会（４～６年）の実施及びSNS家庭ルール
の作成・遵守への啓発（年１回以上）→オンラインで実施
・薬物乱用防止、非喫煙、生活習慣病、心の健康等の学習の充実→
6年生で薬物乱用防止教室の実施

・いじめ防止・早期発見の取組を継続する。現状を共有がで
きるよう、いじめ防止に係る校内委員会を有効に活用する。
・いじめ防止に関する授業、「特別な教科道徳」で重点とした
他者との関わりの授業、人権課題「子ども」に関する授業、
SOSの出し方教育等、いじめ防止や自殺防止に向けた授業
を計画的に実施する。

・分かりやすい授業とするため、授業のユニバーサルデザイ
ン化（学習のめあてと流れの明確な提示、ICT機器活用等に
よる見える化等）を図り、谷原小の学習スタンダードとして位
置付け、実践化を図る。
・谷原未来塾が学習の補習による学力の定着であるという目
的や運営についての周知徹底を図る。

3

○新型コロナ感染症防止を図りながら、可能な限り体験学習や対話的
な場を設定することができた。
○プログラミング教育年間指導評価計画に沿って授業を展開した。
○読書旬間を用いて親子読書を勧奨した。
●「話す・聞くなどが身に付いた」は児童78.4％、「すすんで本を読んで
いる」は、児童81.5％、保護者59.4％の回答となり、両者の差が目立っ
た。学校での読書と捉える児童と家での読書と捉えた差が現れたのだと
考える。

・児童間で考えの交流、体験学習、作業的な学習を積極的に取り入れるため、
80%程度の考える場の設定目標を継続する。
・プログラミング教育については、一昨年の研究成果をさらに発展させ、実践→
改善を繰り返して指導の充実を図る。
・朝読書、読書旬間、図書ボランティアによる図書室の開放を可能な限り継続
する。また、学年による読書目標の設定を継続するとともに、個人目標を設け
たり、読後感想交流の場を設けたりすることでより活発な読書活動を推進す
る。図書室の本の予約システムを導入した。

○適正に評価が行われている。
●体験や活動を重視し、主体的・対話的な学びとなるよう具体的方策の
達成率を高めていってほしい。
●タブレット型パソコンなど新しいものをどんどん活用する一方、ノート
などに書き記すことの指導も重要視してほしい。
●コロナ禍だからこそ、読書推進の取組をより進めていってほしい。大
人も子供も読書をする習慣を付けていくことは、これからも必要であろ
う。読書については、家庭での差もあると思われるので、その点につい
ても手だてをしてほしい。

・プログラミング教育を推進するとともに、考える場の設定や
考えを可視化することで、主体的で対話的な学びを推進す
る。
・今後も朝読書、親子読書、読書週間等、の機会を設け、読
書への意欲を喚起する。各家庭で保護者も読書に関われる
よう啓発や取組の工夫を図る。

3

○異学年、幼保小、小中、福祉施設と計画に沿って交流をし、振り返り
の場も設定したが、新型コロナの影響で多くの計画が中止になった。
Zoomを使用した谷原っ子まつりや集会活動等、密を避ける活動を推進
した。展覧会では、兄弟学年の作品鑑賞日を設定し、お互いに感想の
交流を図った。
●「自分にもよいところがある」という回答は、児童72.8%、「自分のしてい
ることは人の役に立っている」と回答は、児童は72.2%であった。

・きょうだい学年を活用した異学年交流については、児童集会への活動
の取り入れ等を企画することにより、なかよし活動の質的向上を図る。
・特別支援学級と通常の学級の交流、地域の方々との交流、ボランティ
ア活動等を計画的に実施し、自己有用感・自己肯定感を高める取組を
継続する。
・係活動や委員会活動など、児童の頑張りを認め、全員に学校への帰
属感、自己有用感をもてるようにする。

○適正に評価が行われている。
●新型コロナウイルス感染症対策を講じながらの学校行事はかなり大
変である。新しい生活様式の中で、学校行事の在り方を改めて考える
必要があるのではないか。
●展覧会については、情勢や感染症対策を進めながら実施できた行事
として保護者からの肯定的な意見が多かった。

・きょうだい学年、幼保小中等の様々な交流活動を「特別活
動」として実施するだけではなく、教科・領域の中へも取り入
れ、活動についての振り返りと共有を行うことで、自分の頑張
りが学校の役に立っていることを自覚させ、自己肯定感を高
める。

4

○規範意識向上をめざす授業（年１回）は、全学級で実施し、児童の情
報共有・組織的な指導・対応も継続的に実施し、情報交換会毎週木曜
日と金曜日、校内委員会1２回と対応を含めると60回を超えている。
●３０日以上の欠席児童は7名であるが、不登校に定義される児童は4
名。
●「きまりを守って生活している」は児童は88.5％、保護者は93.5%の回
答であった。

・挨拶や言葉遣いに重点をおいた指導を継続する。特に挨拶について
は、挨拶をしようとする意識を高める指導に取り組むとともに、児童と協
働した挨拶運動を実施する。
・課題をかかえる児童等に対しての情報の共有、個別指導計画の活
用、組織的な対応は今後も継続していく。また、校内委員会の開催日を
工夫しながら、外部諸機関とも情報を共有し指導にあたる。

○適正に評価が行われている。
●毎年、挨拶についての課題があがる。個人差もあり、よくあいさつして
くれる児童とそうでない児童の差も大きい。
●不登校、課題をかかえる児童等の支援に対して、今後も校内での情
報共有や他機関との連携等により、改善に努めてほしい。

・校内での情報共有、外部の関係諸機関との連携を強化し、
児童の困り感に合わせ、特別支援教育の視点にたって指導・
支援を進めることで児童の心の安定を図る。
・特別支援教育の視点からの支援とルールとモラル等の規
範意識を高めることの両面から、谷原小スタンダードに基づ
いた指導、児童を中心としたあいさつ運動の推進、言語環境
の整備に取り組む。

3

〇ICT活用については、全教員が毎日授業に活用できた。大型提示装
置や算数科のデジタル教科書、一人一台のタブレット端末の活用によ
り、視覚的に分かりやすい授業実践が行われた。
○新型コロナ禍におけるスタンダードの導入が困難であった。スタン
ダード中の、どんな情勢でも指導すべきものについては、その都度教員
間で指導にあたることができた。
●「授業が分かりやすい」は児童90.9%、保護者76.3%、「少人数の授業が
分かりやすい」は児童87.3%の回答であり、80%の達成率とした。

・児童に一人一台貸与されたタブレット型パソコンを有効活用した授業展開を実
践できた。引き続き、児童には適切に機器を扱うことを含めた情報モラルに関
する指導を重視するとともに、トラブルの未然防止のための管理を徹底する。
・昨年度の課題であった新型コロナ感染症防止対応やその後にも活用できるス
タンダードを作成した。来年度以降は、各学期末に運用方法の見直しを行い、
より社会状況を考慮したスタンダードへ改善する。
・地域人材を活用した谷原未来塾を継続し、学習の補充（基本的な読み書き計
算）を行うことを一助として学習内容の定着を図る。

○適正に評価が行われている。
●新型コロナウイルス感染症防止策を講じながら谷原小スタンダードが
徹底されていくことが望ましい。
●分かりやすい授業とするため、具体的方策の達成率をより高めてほ
しい。
●谷原未来塾を継続することにどんな成果を期待しているのか。学習
の補充を行い、学習内容の定着を図るためのものであるという説明が
足りていないのではないか。

○適正に評価が行われている。
●改善策の方向性は適切である。安全指導・管理等の充実を図り、安
全性をより高めてほしい。
●情報モラルやSNSの利用等については、現代の課題となっていること
であり、危険性も潜んでいる。指導や啓発を引き続きお願いしたい。
●通学路を通って帰らない児童がいる。指導の強化をお願いしたい。
●タブレット型パソコンを既に配布している他校からは、様々なトラブル
報告がある。いじめや大きな事件等に巻き込まれないよう注意して指導
してもらいたい。

・計画的に安全指導を進めるとともに危機管理マニュアルの
見直しを図り、避難行動の徹底を図る取組を充実させる。
・情報教育年間指導計画を見直し、情報モラルを情報活用能
力として位置付け、計画的な指導を実施する。
・情報モラル講習会に保護者の参観を呼びかけ、SNS家庭
ルールの作成の啓発を促す等、家庭への啓発を図る。
・教職員間でのタブレット型パソコン研修会を早期に設定し、
適切な運用方法を構築する。

3.5

○体育的行事に関しては、予定通り実施できた。児童の運動への関心も高まっ
た。
○毎日の給食だよりの発行、豆のさやむき体験、たくわん漬け体験等の食に関
わる指導は例年通りには実施できなかった。
●新型コロナ禍における休み時間の遊び方を徹底したこともあり、外科的な傷
病がかなり減少した。
●「早寝早起きや朝ごはんを食べることを心がけている」という回答は、児童が
83.3％、保護者が87.8％と例年通りの結果であった。

・「早寝・早起き・朝ごはん」については、生活指導部を中心に引き続き
啓発し、保護者への協力を求めていく。
・学校薬剤師の協力を仰ぎ、薬物乱用防止教室の実施を継続する。
・各教科・領域での授業において食育を意識させるよう指導にあたるとと
もに食育に関する体験的な活動を継続する。
・新型コロナ禍における「給食のマナーを身に付ける」ことを重視し、感
染症対策の一環として継続する。

○適正に評価が行われている。
●改善策の方向性は適切である。改善策に基づき、今後も健康教育、
食育の充実を図ってほしい。
●各家庭の事情もあるだろうが、家庭でのしつけるべきことも多い。啓
発活動を継続していく必要がある。
●学校保健委員会等、保護者にとって有益な情報が得られる場がある
が、参加率は多くない。PTAを含め、どのような形で啓発したり、参加率
を高めたりするのかを検討していきたい。

・「早寝・早起き・朝ごはん」の推奨等、基本的生活習慣の確
立に向けた計画的な指導を進めるとともに、学校・保健・給食
だより等を活用して啓発を図る。
・薬物乱用防止教室、学校保健委員会等の取組を引き続き
実施し、健康教育の推進を図る。
・各教科・領域の授業における食育を意識した指導や体験的
な活動の充実を図る。
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○「めあてをもたせる指導」は教員90%が達成したと回答している。今年度の校
内研究を経て、教員の体育科における授業力の底上げを図ることができた。
○校内研究のテーマを陸上運動系に絞り、体系的に研究を行った。年間７回の
校内研究授業を実施し、講師の先生方から指導を受けることができた。
〇文科省から指定を受けた令和２年度の研究成果と課題を生かし、運動が苦
手な児童への指導の在り方についての研究と授業実践を引き続き行った。
●「運動が好き」という回答は児童87%、「運動を続けたい」という回答は87.4%、
「めあてをもち学習した」いう回答は、児童は87.1%であった。

・「主体的・対話的に学ぶ児童を育成する指導の工夫～体育科、走・跳
の運動(遊び)及び陸上運動を通して～」に基づいた研究を進める.また、
未研究領域の研究を推進する。
・日常的に体力を高める場の設定として、外遊びの奨励を継続する。
・東京都教育委員会が目安としている、「１日６０分の運動」を啓発し、学
校外での運動の日常化を目指す。

○適正に評価が行われている。
●改善の方向性としては適切である。具体的方策の達成率を高めて
いってほしい。
●児童の体力向上のために次年度も校内研究を体育科とすること意義
が分かった。今年度の研究の成果を他の運動の授業でも生かしてほし
い。都教委の運動の目安を啓発して運動の日常化を図りつつ、運動が
楽しいと思える日々の指導を期待したい。
●小学生の時が運動神経が大きく伸びる時であるので、引き続き児童
の体力向上のためによい取り組みを期待する。

・校内研究を体育科とし、運動能力や体力の向上を重点と
し、領域ごとの授業力向上を図る。
・新体力テストの結果を生かし、児童にめあてをもたせ、達成
しようとする意欲を高める。
・持久走旬間、なわとび旬間等、体を動かす機会を設け、運
動する意欲をさらに高める。

児童意識
「運動が好
き、続けた
い、めあてを
もつ」

児童意識
「健康を心が
ける」

児童・保護者
意識「身を守
る力」

児童意識
「親しみを感
じる」

保護者意識
「様子分か
る」

○学び方を身に付け、意欲的に学ぶ子供 ○思いやりの気持ちをもち、互いに助け合い、協力できる子供 ○何事にもチャレンジ精神で挑戦し、最後まであきらめずに頑張る子供 ○夢や希望をもち、悲しさや苦しさを乗り越えるたくましさをもつ子供 ○心身ともに健康な子供 ○運動や外遊びをすすんでする子供

○共同研究（校内研究）及び自己研修に意欲的に取り組む教師 ○日々の教材研究と児童理解に努め、「授業で勝負」できる教師 ○組織の一員として協働できる教職員 ○社会の変化や家庭・地域のニーズに対応できる教師 ○児童・保護者・地域そして教職員間の相互理解に努める教職員

児童・保護者
意識
「分かる、身
に付いた」

児童意識
「少人数算数
分かりやす
い」

児童意識「聞
く・話すが身
に付いた」

児童・保護者
意識
「本を読んで
いる」

児童・保護者
意識
「学校楽し
い、思いやり
がある」

児童意識
「いじめられ
ている」

児童・保護者
意識
「きまりを守
る」

３０日以上の
欠席

3

○授業、行事、研究発表会と教育活動を公開した。
○学校だより、学年だよりにつていは定期的に発行している。ホームページの
更新数は今年度も100回以上更新した。給食の発信を継続して行った。
○経営計画、学校評価ともホームページに掲載した。
●「学校の様子がよく分かる」という回答の保護者は、60.2％と昨年度よりも12
ポイントマイナス、一昨年からは29ポイントマイナスとなった。感染症対策のた
め、土曜公開日などの学校公開日を実施できなかったことが大きな要因と思わ
れる。

・地域関連行事への積極的な参観・参加を呼びかけるとともに、行事、
授業、研究活動の様子等、学校での取組を継続的に保護者・地域へ発
信する。
・ホームページの更新にかかる職務をICT委員会が担い、学校だより、
学年だより等を定期的に掲載する。
・４月の保護者会、個別面談、くすのき学級の家庭訪問等、学級の保護
者と担任が５月までに会う機会の設定を継続する。

○適正に評価が行われている。
●改善策の方向性は適切である。情報を発信することで学校への理解
は深まっていくと考えられる。
●今後、新たな感染症などで学校公開を設定することが困難になること
を想定し、学校での教育活動をオンラインで配信するなどの方策を用意
したらよいのではないか。

・ホームページ更新においては、学校だより、学年便り、日々
のできごと等を含め、定期的に更新できるようにする。
・全校朝会や離任式などはWeb会議システムを活用して実施
してきた。広く保護者や地域の方々に本校の様子を伝えるた
めにオンラインを活用できるかを校内で検討していきたい。

2.5

○地域の歴史やよさを学ぶ機会が昨年より減り、「学ぶ機会が設けられた」と
感じる教員は74.1%となった。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、外部との連携が困難であったため、なかなか実施することができなかった。
●「地域の行事にすすんで参加したり、地域に親しみをもったりしている」という
回答は、児童が87.7％、保護者が72.4％であった。「地域の役に立ちたい」とい
う児童の回答は79.4%であった。ここ２年にわたり、新型コロナウイルス感染症
対策のため、地域行事がほとんど中止になった。そのことにより、地域行事へ
の渇望感や期待感が上がったことにより、地域への親しみが例年よりも約8ポ
イント高くなったと思われる。

・地域連携事業を継続し、地域人材、保護者、外部団体、教育関係機関
等の積極的活用を図る。
・引き続き、親切・思いやり、国や郷土を愛する態度を道徳科授業の重
点の１つとし、複数回、授業の機会を設ける。
・クリーン運動以外のボランティアマインド育成に係る取組として、特別
養護老人ホームへ図画工作の作品提供を実施予定。

○適正に評価が行われている。
●改善策の方向性は適切である。具体的方策の達成率が高めていっ
てほしい。
●引き続き、学校農園での栽培活動を実施し、児童に自然体験や地域
の特色等を体験させてほしい。
●地域行事の在り方や実施方法など、新たな開催の仕方を考慮したう
えで、児童や保護者には各行事に参加してもらいたい。

・地域連携事業を通した地域人材、保護者の活用を推進する
とともに、外部団体や教育関係機関との連携の充実を図る。
・学校農園等を活用し、地域の方々との交流の機会を設ける
とともに、地域行事や地域のボラティア活動等への参加を呼
びかけ、参加意欲を高める。

3.5

○避難訓練、情報モラル教室、セーフティ教室等の行事は計画的に実施するこ
とができた。新型コロナ禍における危機管理マニュアルの見直しを進めている
ところである。
○「計画的に安全指導が行えた」と回答した教員は96%、「児童の身を守る力が
育った」と回答した教員は96%である。
●「危険なことから身を守る力が付いている」という回答は、児童84.7%、保護者
82.9%であった。
●校内での事故発生件数は昨年度に比べ約400件増え、スポーツ振興セン
ターへの申請件数も9件増えた。

・危機管理マニュアルの見直しを図りながら、災害時等の避難行動の徹底を図る取組を継
続する。
・保護者会、学校だより等で、全学年学級に谷原小SNSルールや情報モラルの重要性を伝
えることを継続し、SNS家庭ルールを年に１度、見直されるよう啓発を図る。貸与されたタブ
レット型パソコンの家庭での使用について、保護者の情報モラルに関する意識を高める。ま
た、パスワードの管理を厳重に行う。
・コロナ後には、安全・安心ボランティアによる昼休みの校内巡回、施錠を徹底する等、安
全性を高める取組を充実させる。
・児童数の増加に伴い怪我の発生件数も増えている。安全教育の充実を図ると共に、休み
時間の校内巡視や校庭看護を徹底していく。


